
 

 

JENESYS2024マレーシア・東ティモール合同オンライン同窓会の記録 

 

１．プログラム概要 

【目的・概要】本プログラムは、過去に JENESYS に参加したマレーシアもしくは東ティモールの参加

者が、自国と日本との連携に関する知識のアップデートのため、両国に事業展開している大学・団体をゲ

ストスピーカーとして招き、互いのネットワーク強化と日本への関心を高めることを目的として実施し

ました。また、参加者同士で意見交換を行い、同窓生ネットワークの強化を図りました。 

 

【参加者】 

マレーシア、東ティモールの JENESYS過去プログラム参加者高校生～社会人（2015年度～2024年

度の参加者） 合計 15名 

（内訳）マレーシア 9名、東ティモール 6名 

 

【訪問地】岐阜県 15名、福井県 15名 

 

【日程】 

◼ オンライン同窓会：2024年 11月 15日（金曜日） 

1. 【開会】 

2. 【日本留学についての紹介ビデオ】「岐阜大学の紹介」  

講師：岐阜大学 工学部／大学院 工学研究科 教授 久米 徹二 氏 

3. 【JDS（注）留学生からのプレゼンテーション】 

発表者：ペレイラ・ボスコ 氏（岐阜大学、東ティモール出身） 

 フレイタス・リベイロ・ベンディト 氏（岐阜大学、東ティモール出身） 

（注）JDS（人材育成奨学計画）：日本国政府の無償資金協力による、若手行政官等を対象とした留学生受入事業（一

般財団法人日本国際協力センター（JICE）が実施） 

4. 【講義】「福井県とマレーシアの繋がり」 

講師：NPO法人マレーシア国際交流協会 理事長 モハマド・シャイリル 氏 

5. 【記念写真】 

6. 【グループディスカッション】 

テーマ：①本日のプログラムで一番興味深かったこと 

②JENESYS 同窓生としての活動や、日本と貴方の国の関係を強化するために実施したこ

と、今後の計画やアイデア 

7. 【講師からの講評】 

8. 【閉会】 

  



 

２．記録写真 

 

 

【日本留学についての紹介ビデオ】 

「岐阜大学の紹介」 

【留学生からのプレゼンテーション】 

ペレイラ・ボスコ氏の発表の様子 

 

 

【留学生からのプレゼンテーション】フレイタス・

リベイロ・ベンディト氏の発表の様子 
【講義】「福井県とマレーシアの繋がり」 

  

【グループディスカッション】 【記念写真】 

 

３．参加者から寄せられた質問・関心事項（抜粋） 

◆ 講義「福井県とマレーシアの繋がり」について 

 事業所の所在地として、なぜ福井県の越前町を選ばれたのですか？ 

 卒業後に日本で働きたい留学生向け事業の説明会があり、そこから現在の NPOマレーシア国際交流

協会での活動に結び付いてきたというお話をシャイリル氏から拝聴し、非常に参考になりました。 

 

  



 

４．参加者の感想（抜粋） 

◆ マレーシア 大学生 

東ティモール人の JDS留学生 2人によるプレゼンテーションは、博士課程での研究を続けるための

日本での生活経験を語ってくれたので、とても良かったです。東南アジア諸国、特に発展途上国が奨

学金の支援を受けながらさらに研究を続けることができるというのは素晴らしいことです。なぜな

ら、授業料や生活費など、日本で大学生活を送るためにかかる費用は決して安くはないからです。 

また、岐阜大学への入学に関する講義によると、提供されているコースのほとんどが工学系であり、

英語でのプログラムも提供されているため、日本への留学への関心が高まりました。 

◆ マレーシア 大学生 

登壇された方々は、カジュアルな雰囲気ながらも、正確かつ詳細な説明をしてくださり、大変有益な

セッションでした。マレーシアと東ティモールの小学生と日本の小学生の交流事業に関するお話が

特に印象的でした。学者や関係者とさらなる機会を模索することを楽しみにしています。ありがと

うございました。 

◆ 東ティモール 大学院生 

このプログラムを企画していただき、本当にありがとうございました。岐阜大学について新たな見

識を深めることができ、また岐阜大学への入学について、そしてマレーシアと日本の間のユースリ

ーダーシップ交流プログラムについても学ぶことができました。 

◆ 東ティモール 社会人 

今日の同窓会で貴重で有意義な情報を得ることができました。そして、それぞれの国の状況や条件

に合わせた形で（このようなプログラムを）続けていく必要があると思いました。 

 

５．受入れ側の感想（抜粋） 

◆ 講師 

このプログラムに参加できたことは、とても良い機会でした。次回の国際交流プログラムにも参加

する機会があれば協力したいと思います。 

◆ 講師 

JENESYSプログラムにご協力ができたことを大変嬉しく思います。 

お誘いいただき、本当にありがとうございます。このような ASEAN 諸国との友好交流の推進を図

る取組を知ることができてとても良かったです。 

  



 

６．参加者の対外発信（抜粋）、報道記事等 

 2024年 11月 15日（Instagram） 

東ティモール 大学院生 

JENESYS2024 マレーシア・東ティモール合同オ

ンライン同窓会。 

開催にあたり、皆さんの懸命な努力に感謝します。

とても見識が深まりました。  

 

７．グループワークでの参加者の発表 

グループディスカッション 

テーマ：①「本日のプログラムで一番興味深かったこと」 

②「JENESYS同窓生としての活動や、日本と貴方の国の関係を強化するために実施したこと、

今後の計画やアイデア」 

マレーシア 

  

 

 

① 本日のプログラムで一番興味深かったこと 

 日本での生活に適応するための研究とプログラム 

 学位取得から修士課程の研究プログラムへの学術生活の移行 

 日本における修士課程と博士課程のプログラムの実施方法に関する共有（ほとんどが完全に研究

モードで行われる。他国とは異なるスタイル） 

 ネットワーキングの機会 

 大学での博士課程の教育システム 

 技術の進歩 

 先進国と最貧国における食糧安全保障 

② JENESYS 同窓生としての活動や、日本と貴方の国の関係を強化するために実施したこと、今後の

計画やアイデア 

 文化探求活動（例えば、食文化、料理、伝統、ゲーム、お祭りなど）へのアクセスを増やすこと。

これは、まず JENESYS 同窓会の活動とネットワークを強化することで実現できます。最終的に

は地元の大学との協力関係を築き、プログラムの代表として大学周辺に滞在する同窓生を派遣で

きるようになると考えます。 



 

 各州または地域ごとにマレーシア人同窓生のための地元組織または協会を設立すること。 

例えば、JENESYS マレーシア南部地域（ヌグリ・センビラン州からジョホール州またはその周

辺）、JENESYS東マレーシア（ラブアン、サバ、サラワク）、北部及びセランゴール地域（ペルリ

ス、ケランタン、ケダ）などが候補として挙げられます。 

 マレーシアと日本の大学間の文化交流プログラム（オンラインまたはオフラインにて実現可能） 

 マレーシアのハイブリッドサツマイモと日本のムラサキ「Murasaki」を掛け合わせ、耐病性と風

味・味覚の質を向上させるというアイデア 

東ティモール 

 

① 本日のプログラムで一番興味深かったこと 

岐阜大学の留学生への支援体制や研究施設の情報は興味深く、進学を志すにあたり有益な情報でした。 

② JENESYS 同窓生としての活動や、日本と貴方の国の関係を強化するために実施したこと、今後の

計画やアイデア 

JENESYSでの経験と帰国後に行った取り組み（植林活動、海岸清掃活動、雨水桝の設置）についてそ

れぞれ話し合い、互いの経験を共有しました。 

 

実施団体：一般財団法人日本国際協力センター（JICE） 


